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研究成果の概要（和文）：　本研究では、あるハードウェアの成立には様々な立場の人々と思惑が関わっていること、
ハードウェアにもソフトウェアとしての側面があり、それが他の文化や社会へも影響を与えることがあることを前提と
して、研究対象を単体の建築から都市インフラや国土インフラへと拡大し、とりわけ、王権と在地勢力のせめぎ合いの
中から成立した都市インフラ、国土インフラを取り上げた。これらのインフラ整備にあたっては、王権の意向が強力に
働きながらも在地勢力が巧みにそれに乗じようとする姿もみられ、しかし、全体としては絶対王政を経て中央集権的な
国民国家が徐々に姿を現してきた近世ヨーロッパの姿が垣間見られるのではないかと考える。

研究成果の概要（英文）：In this study, on the assumption that the establishment of some hardware involves 
a lot of persons on various positions and their speculations, that the hardware has an aspect as 
software, and that it will affect also to other cultures and societies, we expand our research subject 
from a single building to urban and territorial infrastructures, in particular, which founded by 
competitive cooperations of the sovereignty and local powers. It was the sovereign side that promoted 
these infrastructure construction, but local powers also skilfully intervened in these affairs. Generally 
speaking, we clarify in the formation of these infrastructures that the centralised nation-states 
gradually emerged after the Ancien Regime in the Early Modern Europe.

研究分野： 西洋建築史
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１．研究開始当初の背景 
(1) 平成 16 年度から同 18 年度まで、筆者は
若手研究(B)として研究課題｢アンシアン･レ
ジーム期の王権の文化･社会とその文化資源
としての建築｣を進めてきた。その核心は、
社会の中で文化が様々な顕れ方をするなか
で、建築はその一つであるだけでなく、絵画･
音楽など諸芸術の形をとった文化、服装･立
居振舞などの日常風俗、あるいは大きな事件
の記憶と密接に結び付いているという意味
で、要の位置にあるという認識である。そし
て、人々の様々な活動が常に関わる場ゆえに
その共通の記憶を最もよく体現するものと
して、建築を人類の生活に不可欠かつ後世に
伝えるべき貴重な資源と捉えたのである。 
 
(2) また、平成 19 年度から同 22 年度まで、
若手研究(B)として研究課題「アンシアン・レ
ジーム期におけるソフト・パワーとしての王
権建築とその様式伝播」を進めている。この
研究では、建築については、一方では、ある
社会の反映として現れた建築のあり方がひ
とつの｢様式｣として結実し、それ自体が絶大
な｢ソフト･パワー｣となって、その｢様式｣を
生んだ社会とは異なる性質を持つ社会に根
付いていくという側面も見逃すべきではな
いものととらえ、ある社会･文化が生み出し
た｢文化資源としての建築｣がそれ自体独立
した生命を持つソフト･パワーとして結実し、
その影響が他の社会･文化にいかに及んでい
くのかという点を主要テーマとした。 
 
(3) 一方、平成 20 年度から同 23 年度まで進
行中の基盤研究(A)「都市インフラストラクチ
ャーの史的比較研究」に研究分担者として参
加し、オランダや南フランスの諸都市を対象
とする研究活動の一部を担当して、建築レヴ
ェルを大きく上回る規模のハードウェアへ
の幅広い視点や知見を得ることができた。ま
た、この研究チームの枠組みの中で本応募研
究課題の研究分担者である伊藤毅氏、加藤玄
氏と共同研究を進めており、問題意識のすり
あわせと深化を進めた。 
 
(4) 以上から、あるハードウェアの成立には
様々な立場の人々と思惑が関わっているこ
と、ハードウェアにもソフトウェアとしての
側面があり、それが他の文化や社会へも影響
を与えることがあることを前提として、本研
究では研究対象を単体の建築から都市イン
フラや国土インフラへと拡大し、とりわけ、
王権と地域勢力のせめぎ合いの中から成立
した都市インフラ、国土インフラを取り上げ、
絶対王政を経て中央集権的な国民国家が
徐々に姿を現してきた近世ヨーロッパの姿
をインフラという視点から明らかにしてい
く。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究はヨーロッパの近世、すなわち、

15 世紀～18 世紀の都市におけるインフラス
トラクチュア、および、国土開発のためのイ
ンフラストラクチュア(以下、それぞれ都市
インフラ、国土インフラと呼ぶ)を対象とし、
これらのインフラが、「王権」(本研究では中
央政府の権力のことをこのように呼ぶこと
とする)と地域勢力の微妙かつ絶妙なパワ
ー・バランスの上でどのように成立したのか
という観点から、ハードウェアとしてのイン
フラとソフトウェアとしての社会や制度の
関連性を明らかにしていくことを目的とす
る。本研究の成果は、21 世紀を迎えて先進諸
国が抱える中央と地方の富の再分配や地方
自治の問題に対しても有用な知見をもたら
すものと考える。 
 
(2) 具体的には、オランダ・フリースラン
ト 11 都市の運河によるネットワークや南フ
ランスのミディ運河による南仏諸都市のネ
ットワークの他、ヨーロッパ諸国の国境地帯
に営まれた要塞都市による国土防衛のため
のネットワーク(フランスの北部国境地帯、
南部国境地帯、ベルギー、オランダなどの軍
事計画都市群)、それによって軍事的機能か
ら解放されて居住などのための機能性を高
めていった城塞・城館や都市のネットワーク
を研究対象として取り上げる。 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究では以下のように主要研究テー
マ二つといくつかのサブテーマを配する。こ
れらのテーマの共通点は、都市インフラか国
土インフラを取り扱っていることと中央権
力と各地域勢力の関係に焦点をあてること
である。 
 
① 運河による都市間ネットワーク(港と運

河のテーマ) 
南仏ミディ運河 
フリースラント 11 都市 
② 要塞都市による防禦網構築のためのネッ

トワーク(軍事施設のテーマ) 
フランス＝ベルギー間国境地帯の要塞都市 
フランス＝スペイン間国境地帯の要塞都市 

a) 軍事的機能から開放されたあとの城
塞・城館(ロワール川流域の城塞群、
ルーヴル城塞など) 

b) サン・ゴバン城塞跡に設置されたガ
ラス工場を中心として、運河網など
によってネットワーク化した王立ガ
ラス製作所(現サンゴバン・グルー
プ)の工場ネットワーク 

 
(2) ①では、南仏ミディ運河に注目し、国
土インフラとしての目的、それを建設・維持
するための技術、関わった人物や団体を明ら
かにしながら、複雑に絡み合った王権と地域
勢力の関係を読み解く。②では、運河で結び
ついたオランダ・フリースラント 11 都市の
ネットワークを中心に、現地での実測調査、



および、史料調査から各都市の都市的特徴、
都市インフラの技術と技術者の実際などを
浮き彫りにし、各都市における様々な団体の
関係を明らかにする。 
 
(3) このように、本研究は「港と運河」、お
よび、「軍事施設」という二つの主要研究テ
ーマがある。研究遂行にあたっては、各研究
担当者の専門と関心に基づいて、以下のよう
な国・地域別の研究チームを組み、それぞれ
現地における実測調査や史料調査に臨んだ。 
 
ミディ運河関連(港と運河のテーマ)：中島、
伊藤、加藤 
フリースラント11都市関連(港と運河のテー
マ)：中島、伊藤 
フランス国境地帯の要塞都市関連(軍事施設
のテーマ)：中島 
 
４．研究成果 
(1) 本研究は、ある社会･文化が生み出した
ものであると同時に、ある社会・文化に独自
の影響を及ぼしていくそれ自体独立した生
命を持つソフト･パワーとしての｢文化資源｣
としての建築の範囲を、さらに大規模な都市
インフラや国土インフラにも及ぼそうとし
たものである。その特色や意義、成果として
次の 3点を挙げる。 
 
(2) まず、都市インフラや国土インフラを
｢文化資源｣ととらえようとするならば、それ
らに対する史的考察は不可避であるが、その
多くは土木構築物であり、土木の分野におい
ては、篠原修氏らの一連の史的研究などの少
数の例外を除けば、それほど主要な視点では
ない。それゆえ、インフラに対する史的考察
は本研究の独創点である。 
 
(3) 次に、本研究では研究分担者として、
わが国の都市史のみならずキューバやベト
ナム、オランダなどの都市史にも国際的な関
心を長年持ち続けている伊藤毅氏を迎え、国
際的な広がりの中で近世のヨーロッパ各国
のおける都市インフラ、国土インフラをとら
えたことが挙げられる。 
 
(4) さらに、研究分担者として、政治や社
会などの諸制度に対して主要な関心を持つ
西洋史学の分野から、南西フランスの「バス
ティード」と呼ばれる中世新都市というハー
ドウェアにも大きな関心を寄せて研究を続
けている加藤玄氏を迎え、都市インフラ、国
土インフラという、技術の結晶としての「モ
ノ」たるハードウェアからの視点と、当時の
王権と地域勢力の関係性や社会や政治の諸
制度といったソフトウェアからの視点のバ
ランスをとり、かつ、有機的に融合させるこ
とが可能となったことも成果として挙げる
ことができるだろう。 
 

(5) こうして、あるハードウェアの成立に
は様々な立場の人々と思惑が関わっている
こと、ハードウェアにもソフトウェアとして
の側面があり、それが他の文化や社会へも影
響を与えることがあることを前提として、王
権と在地勢力のせめぎ合いの中から成立し
た都市インフラ、国土インフラを取り上げ、
これらのインフラ整備にあたっては、王権の
意向が強力に働きながらも在地勢力が巧み
にそれに乗じようとする姿もみられた。また、
ミディ運河の開削やルーシヨン地方ペルピ
ニャンの築城整備、ミディ運河からのルーシ
ヨン運河延伸の試みなどにみられるように、
このようなインフラ整備が人工的に国土の
領域を設定、または再設定するのに大きく貢
献したことも明らかにした。全体としては絶
対王政を経て中央集権的な国民国家が徐々
に姿を現してきた近世ヨーロッパの姿が、こ
こからも垣間見られるのではないかと考え
る。 
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